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全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２７

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
に
お

い
て
、
第
１
９
５
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

佐
藤
祐
文
・
会
長
（
横
浜
市
議

会
議
長
）
の
挨
拶
の
後
、
役
員
補

欠
選
任
を
行
っ
た
。
役
員
補
欠
選

任
は
、
役
員
の
任
期
途
中
の
退
任

に
伴
い
行
わ
れ
、
当
該
部
会
か
ら

推
薦
さ
れ
た
副
会
長
４
名
、
監
事

３
名
を
選
任
し
た
。

新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次

の
と
お
り
▽
副
会
長
（
定
員
４
名

中
４
名
）
�
金
沢
陽
介
・
盛
岡
市

議
会
議
長
、
岩
井
清
郎
・
市
川
市

議
会
議
長
、
國
井
忠
男
・
岐
阜
市

議
会
議
長
、
須
見
矩
明
・
徳
島
市

議
会
議
長
▽
監
事
（
定
員
５
名
中

３
名
）
�
豊
田
稔
・
吹
田
市
議
会

議
長
、
則
武
宣
弘
・
岡
山
市
議
会

議
長
、
井
上
久
昭
・
西
都
市
議
会

議
長
。

協
議
で
は
、
▽
第
９０
回
定
期
総

会
の
運
営
▽
第
９０
回
定
期
総
会
会

長
提
出
議
案
▽
天
皇
陛
下
拝
謁
―

に
つ
い
て
審
議
し
、
了
承
し
た
。

こ
の
う
ち
、
会
長
提
出
議
案
は

「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に
関

す
る

決

議
（
案
）
」
と
「
東

日

本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関

す
る
決
議
（
案
）
」
の
２
件
。

「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に

関
す
る
決
議
（
案
）」
は
、
前
文
で

「
平
成
２６
年
度
の
地
方
財
政
は
、

地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
収
入
が
一
定
程
度

増
加
す
る
も
の
の
、
社
会
保
障
関

係
費
の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い

水
準
で
推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
１０
兆
６
千
億
円
も
の
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
が
、

住
民
生
活
に
直
結
し
た
様
々
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
安
定
的
に

行
う
た
め
に
は
、
地
方
税
・
地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
充

実
確
保
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
」

と
し
、
平
成
２７
年
度
税
制
改
正
に

つ
い
て
７
項
目
、
平
成
２７
年
度
地

方
財
政
対
策
に
つ
い
て
３
項
目
の

実
現
を
強
く
要
望
す
る
も
の
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧

・
復
興
に
関
す
る
決
議
（
案
）
」

は
、
東
北
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
定

期
総
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て
」
及
び
「
原
子
力

発
電
所
事
故
災
害
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
を
要
約
し
、
前
者
を
８
項

目
、
後
者
を
５
項
目
に
ま
と
め
、

更
に
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
も
の
。

会
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

そ
の
全
文
を
次
号
に
掲
載
す
る
。

そ
の
他
で
は
、
西
澤
啓
文
・
仙

台
市
議
会
議
長
か
ら
「
被
災
自
治

体
の
選
挙
期
日
の
統
一
の
実
現
に

つ
い
て
、
当
該
自
治
体
が
実
情
に

応
じ
て
選
択
可
能
な
制
度
に
結
び

つ
く
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て

参
る
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
旨
発
言
が

あ
っ
た
。
佐
藤
会
長
か
ら
は
「
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
選
挙
期
日

が
分
散
し
た
こ
と
で
、
投
票
率
の

低
下
や
選
挙
費
用
が
嵩
む
な
ど
の

弊
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
西
澤
議
長
が
被
災
３
県
の
合

意
形
成
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
よ
く
承
知
し
て
い
る
。
本
会

と
し
て
は
、
地
元
の
合
意
形
成
が

で
き
た
ら
全
面
的
な
支
援
を
い
た

し
た
い
」
旨
回
答
し
た
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1906号６月５日平成26年
（2014年）

６月５日現在の市数
８１３市

うち

指定都市 ２０市

中核市 ４３市

特例市 ４０市

一般市 ６８７市

特別区 ２３区

第第
１１
９９
５５
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

【
監
事
】

豊田 稔・監事
（吹田市）

挨拶する佐藤会長

則武宣弘・監事
（岡山市）

井上久昭・監事
（西都市）

【
副
会
長
】

岩井清郎・副会長
（市川市）

金沢陽介・副会長
（盛岡市）

國井忠男・副会長
（岐阜市）

須見矩明・副会長
（徳島市）

（１） 平成２６年６月５日 第１９０６号
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こ
の
ほ
ど
、
平
成
２６
年
１
月
か

ら
４
月
に
全
国
の
市
議
会
に
お
い

て
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う

ち
、※
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
を
取
り
ま
と
め
た
（
集
計
結
果

は
３
面
に
掲
載
）
。
以
下
、
件
数

が
多
い
意
見
書
・
決
議
に
つ
い

て
、
紹
介
す
る
。

意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
掲
載

意
見
書
・
決
議
で
最
も
多
か
っ

た
も
の
が
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
、
救
済
策
の
実
施
」
と
「
食
の

安
全
・
安
心
の
確
立
」
で
と
も
に

６９
件
だ
っ
た
。

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
救
済

策
の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
全
て
の
意
見
書
が
「
現
在
、

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

医
療
費
助
成
は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
減
少
を
目
的
と
し
た

抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
に
限
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
対
象
か
ら
外
れ
て
い

る
患
者
が
多
数
に
の
ぼ
り
、
生
活

に
困
難
を
来
し
て
い
る
」
「
障
害

者
福
祉
法
上
の
肝
疾
患
に
係
る
障

害
認
定
の
基
準
は
患
者
の
実
態
に

沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

生
活
支
援
の
実
効
性
を
発
揮
し
て

い
な
い
」
と
し
、
▽
ウ
イ
ル
ス
性

肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医
療
費

助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
▽
肝

機
能
障
害
に
係
る
障
害
認
定
基
準

を
緩
和
し
、
患
者
の
実
態
に
応
じ

た
障
害
者
認
定
制
度
に
す
る
こ
と

―
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ウウ
イイ
ルル
スス
性性
肝肝
炎炎
患患
者者
にに

対対
すす
るる
医医
療療
費費
助助
成成
のの
拡拡

充充
、、
救救
済済
策策
のの
実実
施施

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
件

数
」
と
は
、
各
市
議
会
か
ら
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ

ー
ジ
意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス
に

情
報
入
力
ま
た
は
郵
便
で
送
付
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
な
り
ま

す
。
入
力
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

本
会
旬
報
担
当
者
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３

―
３
２
６
２
―
２
３
０
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東東
京京
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
・・
パパ
ララ
リリ
ンン

ピピ
ッッ
クク
にに
向向
けけ
たた
環環
境境
整整
備備
とと
地地

域域
にに
おお
けけ
るる
取取
りり
組組
みみ
へへ
のの
支支
援援

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
環
境
整
備
と

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
」
に
つ
い
て
は
▽
各
国
代
表
選

手
の
事
前
合
宿
の
誘
致
、
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
な
ど
を
通
じ

て
、
日
本
全
国
に
東
京
大
会
開
催

の
効
果
が
波
及
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
▽
共
生
社
会
の
観
点
か
ら
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

両
大
会
の
連
携
に
配
慮
し
つ
つ
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
国
際
競

争
力
向
上
を
図
る
た
め
の
専
用
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学

的
に
研
究
支
援
す
る
施
設
の
地
方

拠
点
を
設
け
る
こ
と
▽
少
子
高
齢

社
会
に
あ
る
我
が
国
が
、
大
会
開

催
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
多

様
な
効
果
を
活
用
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
健
康
で
生
き
が
い

の
持
て
る
社
会
を
構
築
で
き
る
よ

う
、
特
に
自
治
体
が
進
め
る
ス
ポ

ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
づ
く
り
に
対
し
支
援
を
行
う

こ
と
▽
海
外
か
ら
の
玄
関
と
な
る

国
際
空
港
の
機
能
拡
充
や
ア
ク
セ

ス
強
化
に
向
け
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

に
わ
た
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の

促
進
な
ど
、
大
会
終
了
後
も
想
定

し
た
我
が
国
に
と
っ
て
真
に
必
要

な
社
会
基
盤
整
備
を
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
―
の
４
点
を
求
め
る

意
見
書
が
大
多
数
だ
っ
た
。

微微
小小
粒粒
子子
状状
物物
質質
にに
係係
るる

総総
合合
的的
なな
対対
策策
のの
推推
進進

「
微
小
粒
子
状
物
質
に
係
る
総

合
的
な
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て

は
、
全
て
が
▽
微
小
粒
子
状
物
質

「
食
の
安
全
・
安
心
の
確
立
」

で
は
、
全
て
の
意
見
書
が
「
食
品

表
示
等
の
適
正
化
を
図
る
景
品
表

示
法
等
改
正
案
の
早
期
成
立
・
施

行
を
期
す
こ
と
」
を
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
意

見
書
が
▽
本
改
正
案
等
に
基
づ
く

対
策
の
推
進
に
あ
た
り
、
政
府
及

び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
消

費
者
庁
を
中
心
と
し
た
十
分
な
体

制
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

た
め
の
必
要
な
予
算
措
置
を
講
ず

る
こ
と
▽
一
層
の
食
の
安
全
と
安

心
を
図
る
た
め
、
係
る
法
令
の
改

正
も
視
野
に
総
合
的
か
つ
具
体
的

な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
関
係
事

業
者
等
の
果
た
す
べ
き
責
任
を
明

確
に
定
め
る
こ
と
―
と
し
て
い

る
。な

お
、
食
品
表
示
等
に
関
す
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
、
社

会
規
範
の
順
守
）
強
化
の
た
め
、

事
業
者
に
お
け
る
表
示
に
関
す
る

管
理
体
制
の
明
確
化
を
含
む
「
不

当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

案
」
が
、
平
成
２６
年
３
月
１１
日
に

国
会
に
提
出
さ
れ
、
５
月
９
日
に

衆
議
院
で
可
決
、
参
議
院
の
消
費

者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
。

（
２６
年
５
月
２７
日
現
在
）

食食
のの
安安
全全
・・
安安
心心
のの
確確
立立

「
雇
用
の
安
定
・
労
働
者
保

護
」
に
つ
い
て
は
▽
「
解
雇
の
金

銭
解
決
制
度
」
「
限
定
正
社
員
制

度
の
普
及
」
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

・
イ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
」

な
ど
に
反
対
、
慎
重
な
対
応
▽
低

賃
金
・
低
処
遇
の
派
遣
労
働
の
拡

大
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
法
改
正

で
は
な
く
、
派
遣
労
働
者
の
よ
り

安
定
し
た
直
接
雇
用
へ
の
誘
導
と

処
遇
改
善
に
向
け
た
法
改
正
▽
Ｉ

Ｌ
Ｏ
の
三
者
構
成
主
義
に
則
っ

て
、
労
働
者
、
使
用
者
の
各
代
表

委
員
と
公
益
委
員
で
構
成
さ
れ
る

労
働
政
策
審
議
会
で
の
雇
用
・
労

働
政
策
に
係
る
議
論
―
を
求
め
る

も
の
が
多
数
だ
っ
た
。

他
に
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
対

す
る
実
効
性
あ
る
対
策
」
や
「
若

年
者
雇
用
の
拡
充
」
を
求
め
る
も

の
も
あ
っ
た
。

雇雇
用用
のの
安安
定定
、、労労
働働
者者
保保
護護

「
手
話
言
語
法
の
制
定
」
に
つ

い
て
は
、
全
て
の
意
見
書
で
「
手

話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、

き
こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身

に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、
自
由
に

手
話
が
使
え
、
さ
ら
に
は
手
話
を

言
語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
」

と
し
、
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）

を
制
定
す
る
」
よ
う
求
め
て
い

る
。

手手
話話
言言
語語
法法
のの
制制
定定

【
３
面
へ
続
く
】

議会

第１９０６号 平成２６年６月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の
発
生
源
の
実

態
や
構
成
成
分
の
解
明
を
し
た
上

で
、
法
律
に
基
づ
く
国
民
に
分
か

り
や
す
い
注
意
発
令
の
仕
組
み
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
環
境
基
準

を
維
持
で
き
る
よ
う
国
内
外
の
発

生
抑
制
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
▽

国
と
地
方
自
治
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
▽
Ｐ
Ｍ
２
・
５

に
よ
る
肺
機
能
や
呼
吸
器
系
症
状

等
へ
の
健
康
影
響
に
関
す
る
調
査

研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研
究

結
果
に
基
づ
く
指
針
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
実
施
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
―
と

し
て
要
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
５４
件
の
意
見
書
の
う
ち

９
割
弱
が
関
東
以
西
の
市
区
議
会

か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。

消消
費費
税税
のの
軽軽
減減
・・
複複
数数
税税
率率

にに
つつ
いい
てて

「
消
費
税
の
軽
減
・
複
数
税
率

に
つ
い
て
」
は
、
５９
件
全
て
が
平

成
２６
年
３
月
末
ま
で
に
可
決
さ
れ

た
も
の
。
内
容
は
「
軽
減
税
率
の

制
度
設
計
と
導
入
時
期
の
明
確

化
」
２９
件
、
「
軽
減
・
複
数
税
率

の
適
用
」
２３
件
の
２
種
類
に
大
別

さ
れ
る
。

前
者
で
は
▽
与
党
税
制
改
正
大

綱
に
沿
い
、
軽
減
税
率
制
度
の
対

象
品
目
や
納
税
事
務
の
あ
り
方
な

ど
詳
細
な
制
度
設
計
の
協
議
を
急

ぎ
、
２６
年
末
ま
で
に
結
論
を
出
せ

る
よ
う
政
府
も
全
面
的
に
協
力
す

る
こ
と
▽
軽
減
税
率
の
導
入
開
始

の
時
期
は
、
消
費
税
１０
％
へ
の
引

き
上
げ
時
と
す
る
こ
と
―
と
す
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。

後
者
で
は
、
「
新
聞
」
と
明
記

し
、
こ
れ
を
含
め
て
複
数
・
軽
減

税
率
を
求
め
る
も
の
が
２１
件
あ

り
、
こ
の
う
ち
１０
件
は
「
新
聞
へ

の
軽
減
税
率
適
用
」
の
み
を
要
望

し
て
い
る
。
導
入
時
期
に
つ
い
て

は
▽
消
費
税
引
き
上
げ
時
▽
８

％
、
１０
％
い
ず
れ
の
段
階
で
も
―

と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

そそ

のの

他他

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
」
は
▽
衆

参
農
林
水
産
委
員
会
決
議
の
実
現

▽
交
渉
か
ら
脱
退
▽
交
渉
に
関
す

る
国
民
へ
の
情
報
開
示
―
を
求
め

る
意
見
書
が
大
多
数
だ
っ
た
。

「
介
護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て

は
２８
件
の
う
ち
「
要
支
援
者
へ
の

介
護
予
防
給
付
の
継
続
」
関
係
が

２０
件
、
「
介
護
保
険
制
度
に
お
け

る
新
た
な
地
域
支
援
事
業
の
導
入

に
係
る
意
見
書
」
と
題
す
る
も
の

が
５
件
。
前
者
で
は
、
介
護
予
防

給
付
の
継
続
の
ほ
か
に
「
利
用
者

負
担
を
増
や
さ
な
い
」
と
す
る
も

の
が
散
見
さ
れ
た
。
後
者
で
は
、

適
切
な
事
業
の
実
施
の
た
め
、
丁

寧
な
説
明
を
求
め
て
い
る
。

「
災
害
時
多
目
的
船
の
導
入
」

に
つ
い
て
は
▽
医
療
機
能
を
持
つ

艦
船
や
民
間
船
舶
の
活
用
を
含
む

災
害
時
多
目
的
船
の
早
期
導
入
の

た
め
、
具
体
的
工
程
表
の
作
成
▽

平
成
２６
年
度
実
証
事
業
を
具
体
的

課
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
、
２５

年
度
事
業
の
検
討
課
題
の
早
急
な

と
り
ま
と
め
▽
２６
年
度
実
証
事
業

に
つ
い
て
、
民
間
船
舶
の
活
用
、

陸
上
医
療
機
関
と
の
連
携
、
被
災

港
湾
の
開
削
な
ど
、
実
際
の
災
害

を
想
定
し
た
実
施
―
の
３
点
を
求

め
る
意
見
書
が
大
多
数
だ
っ
た
。

以
上
の
意
見
書
を
含
め
、
各
市

議
会
か
ら
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

意
見
書
・
決
議
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力

さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
平
成
１６

年
以
降
の
も
の
）
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ

か
ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
る
。
な

お
、
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
及
び
検

索
画
面
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
と
な

る
。
Ｉ
Ｄ
等
に
つ
い
て
は
、
２５
年

６
月
２８
日
付
け
全
議
Ｍ
１
第
１３
号

「
意
見
書
・
決
議
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
ユ
ー

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
の
通

知
に
つ
い
て
」
で
各
市
議
会
事
務

局
に
通
知
し
て
い
る
。※意見書・決議は、平成２６年１月１日から４月３０日までに可決

され、５月２２日までに各市議会から任意に本会ホームページ
の意見書・決議ボックスに入力、または本会に郵送された件数
を集計

※意見書・決議の件数が多い順に掲載

１月から４月に可決した意見書・決議の議決状況

決 議

○ウイルス性肝炎患者に対する医 ６９ ―

療費助成の拡充、救済策の実施

○食の安全・安心の確立 ６９ ―

○雇用の安定、労働者保護 ６３ ―

○手話言語法の制定 ５９ ―

○２０２０年東京オリンピック・パラ ５６ １

リンピック競技大会に向けた環

境整備及び地域における取り組

みへの支援

○微小粒子状物質（ＰＭ２．５）に係 ５４ ―

る総合的な対策の推進

○消費税の軽減・複数税率につい ５２ ―

て

・軽減税率の制度設計と導入時 ２９ ―

期の明確化

・軽減・複数税率の導入 ２３ ―

○ＴＰＰについて ３８ ―

○介護保険制度について ２８ ―

○災害時多目的船の導入 ２４ ―

○豪雪被害からの生活再建 ２０ ―

○地方自治体の臨時・非常勤職員 １６ ―

の待遇改善と雇用安定のための

法改正

○容器包装リサイクル法について １６ ―

・容器包装リサイクル法を改正、 １４ ―

発生抑制と再使用を促進する

ための法律の制定

○最低賃金の引き上げ １５ ―

○過労死防止基本法の制定 １２ ―

○特定秘密保護法について（適正 １２ ―

な運用、廃止など）

○北朝鮮による日本人拉致問題の １０ ―

早期解決

○アスベスト問題について ９ ―

・大阪・泉南アスベスト国家賠 ７ ―

償請求訴訟の早期全面解決

○集団的自衛権に関する憲法解釈 ８ ―

の変更に反対

○国民健康保険制度について ８ ―

・国庫負担の増額 ４ ―

○その他 ２２１ ４７

【総合計】 【８５９】 【４９】

意見書件 名

（３） 平成２６年６月５日 第１９０６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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自
治
体
病
院
議
員
連
盟
（
会
長

�
細
田
博
之
・
衆
議
院
議
員
）
の
総

会
が
、
５
月
２８
日
、
東
京
・
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、
全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
会
長
の
土

田
敏
朗
・
奈
良
市
議
会
議
長
、
同

協
議
会
副
会
長
の
小
野
泰
弘
・
磐

田
市
議
会
議
長
が
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
細
田
会
長
よ
り

「
関
係
省
庁
の
支
援
に
よ
り
、
自

治
体
病
院
の
採
算
面
は
改
善
し
た

が
累
積
の
赤
字
額
は
大
き
く
、
医

師
不
足
・
看
護
師
不
足
も
深
刻

で
、
今
後
と
も
よ
り
改
革
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
」
旨
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

関
係
団
体
か
ら
の
要
望
聴
取
で

は
、
全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協

議
会
の
西
川
一
誠
・
会
長
（
福
井

県
知
事
）
、
土
田
会
長
、
全
国
自

治
体
病
院
協
議
会
の
邉
見
公
雄
・

会
長
が
臨
ん
だ
。
土
田
会
長
は
▽

財
政
措
置
の
充
実
・
強
化
▽
医
師

不
足
・
偏
在
対
策
―
の
２
点
に
絞

っ
て
要
望
し
た
�
右
掲
。

そ
の
後
、
各
団
体
か
ら
の
要
望

に
対
し
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。
財
政
措
置
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て
、
総
務
省
か
ら「
地
方
交
付

税
の
大
幅
な
増
額
確
保
は
難
し
い

が
、
少
な
く
と
も
前
年
並
み
は
確

保
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
配
分
を

し
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

医
師
不
足
・
偏
在
対
策
に
つ
い

て
は
、
厚
労
省
か
ら
「
医
療
介
護

総
合
確
保
推
進
法
案
で
は
地
域
医

療
支
援
セ
ン
タ
ー
に
法
的
位
置
付

け
を
与
え
た
。
看
護
師
の
研
修
な

ど
も
法
案
で
新
設
さ
れ
る
基
金
に

よ
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
基
金
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
活
用
で
き
る
も
の
と
し
た

い
」
旨
発
言
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

文
科
省
か
ら
は
「
来
年
度
の
医
学

部
入
学
定
員
に
つ
い
て
は
都
道
府

県
、
病
院
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ

検
討
を
進
め
た
い
」
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
。

【
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
】

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
板
橋
衛
・
横
須
賀
市

議
会
議
長
）
は
５
月
２０
日
、
松
江

市
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
板
橋
会
長
の
挨
拶

の
後
、
開
催
市
議
長
と
し
て
三
島

良
信
・
松
江
市
議
会
議
長
、
続
い

て
、
来
賓
の
松
浦
正
敬
・
松
江
市

長
が
挨
拶
し
た
。

協
議
で
は
、
要
望
書
案
を
審

議
、
了
承
し
、
今
後
の
運
営
、
実

行
運
動
の
班
編
成
に
つ
い
て
決
定

し
た
。
了
承
し
た
要
望
書
案
は
、

７
月
２
日
に
開
催
す
る
第
８１
回
理

事
会
で
諮
る
こ
と
と
し
た
。

要
望
書
案
は
、
表
題
を
「
基
地

対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
要
望
（
案
）
」
と
し
、
基
地

交
付
金
・
調
整
交
付
金
（
総
務
省

所
管
）
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
（
防

衛
省
所
管
）
そ
れ
ぞ
れ
の
所
要
額

確
保
等
を
重
点
要
望
項
目
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

な
お
、
協
議
に
先
立
ち
、
陸
上

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
長
の

山
口
芳
正
・
１
等
陸
佐
か
ら
「
防

衛
に
係
る
国
内
外
情
勢
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

基
地
協
が
役
員
会
を
開
催

２
点
に
絞
っ
て
要
望
す
る
。

１
点
目
は
、
財
政
措
置
の
充
実

・
強
化
で
あ
る
。
地
域
医
療
の
中

核
を
担
う
自
治
体
病
院
の
経
営
安

定
の
た
め
に
は
、
特
に
へ
き
地
医

療
、
高
度
・
特
殊
医
療
、
周
産
期

医
療
、
小
児
医
療
、
救
急
医
療
な

ど
に
対
す
る
地
方
交
付
税
措
置
等

の
更
な
る
充
実
・
強
化
や
、
医
師

の
処
遇
改
善
及
び
医
療
従
事
者
等

の
必
要
人
員
確
保
と
養
成
の
た
め

の
財
政
措
置
の
充
実
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
。

２
点
目
は
、
医
師
不
足
・
偏
在

対
策
に
つ
い
て
。
医
師
不
足
及
び

医
師
の
地
域
・
診
療
科
偏
在
が
深

刻
化
し
、
良
質
な
医
療
提
供
体
制

の
整
備
が
課
題
で
あ
る
。
地
域
医

療
に
従
事
す
る
医
師
の
絶
対
数
の

確
保
、
地
域
・
診
療
科
偏
在
解
消

の
た
め
、
医
学
部
定
員
の
更
な
る

拡
大
や
地
域
医
療
従
事
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
診
療
科
ご
と
に
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
医
師
育
成
方
策
の
確

立
な
ど
、
抜
本
的
対
策
を
緊
急
に

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

土土
田田
会会
長長
発発
言言
要要
旨旨

▽
会
長
�
細
田
博
之
（
衆
議
院
議
員
）

▽
幹
事
長
�
森
英
介
（
同
）
▽
事
務
局

長
�
谷
公
一
（
同
）
▽
顧
問
�
津
島
雄

二
（
前
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
会
長
）

▽
会
員
�
衆
・
参
議
院
議
員
１
０
６
名

▼
議
長

▽
潮
来

根
本
又
男
（
２
・
１３
）

▽
入
間

平
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